
横浜天声キリスト教会　週報第 22 巻 20 号（No.846）　2026 年 5 月 17 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･････････････････ ピリピ 2:13-14

*賛美　････････････････ ３０５番　春風そよふくごと

*交読文　･･････････････５０番

*使徒信条　･･･････････ 会衆一同

*頌栄　･･･････････････ １７９番　良き知らせを

礼拝のための祈り　････ 関野久美子　伝道師

賛美　････････････････ ４２７番　日ごとよろこび

ワーシップダンス　･･････ゴスペル・ア・ボイス

メッセージ　････････････ あなたの「城壁」は大丈夫ですか？(ネヘミヤ記 2:17-18)

御言葉を適用する祈り･･ 会衆一同

特別賛美　････････････ あなたは愛されるために　　　１５８４

幸せと成功の宣言文 ･･･会衆一同

献金感謝の祈り　･･･････吉留淳子　伝道師

報告　･････････････････

*主の祈り　････････････ 会衆一同

*祝祷　 パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（ご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　神は、みこころのままに、＿＿のうちに働いて志を立てさせ、事を行なわせてくださる

のです。すべてのことを、つぶやかず、疑わずに行ないなさい。　それは、＿＿が、非難

されるところのない純真な者となり、また、曲がった邪悪な世代の中にあって傷のない神

の子どもとなり、いのちのことばをしっかり握って、彼らの間で世の光として輝くためです。

そうすれば、＿＿は、自分の努力したことがむだではなく、苦労したこともむだでなかっ

たことを、キリストの日に誇ることができます。（ピリピ 2:13-16）

本日の御言葉　ネヘミヤ記 2:17-18

　「私たちが直面している困難は見てのとおりだ。エルサレムは廃墟となり、その門は火で焼き払われたま

まだ。さあ、エルサレムの城壁を築き直し、もうこれ以上、屈辱を受けないようにしよう。」（ネヘミヤ 2:17）

　「少しだけ」のつもりが、気づけば大量に失っていた、という経験はないでしょうか？少しだけスマホを見る

つもりが、気づけば１、２時間あっという間に過ぎていて、しようと思っていた事の「やる気」を大いに失った。

　身近な人から、切実な言葉でお金を求められて、それが毎回続いて、気づいたら膨大なお金がその人

を通して失われていた…。　時間やお金だけでなく、自分のエネルギー、健康、そして大切な神様との関

係が、「断れきれなかった」ゆえに失われていく…。　それ、「城壁が崩されている状態」です！崩れた城壁

の隙間から敵が入り込んで、時間やエネルギー、お金など、神様のために用いるべき大切な資源が奪わ

れ続けています。　今日もまた、城壁再建のプロであるネヘミヤから、人生再建の術を学びたいと思います。

　ネヘミヤは、ペルシヤ王に仕える献酌官という高い地位にありました。彼はある日、故郷エルサレムから

の知らせを聞きます。「城壁は崩され、門は焼かれたままだ」と。　彼はその場に座り込み、泣いて断食し、

悔い改めの祈りをささげました。なぜそれほど悲しんだのでしょうか。それは、「城壁が崩されている」という

ことが、どれほど重大なことかを知っていたからです。　城壁は、単なる石垣ではありません。「ここから先は

私たちの領域である」という境界線です。その内側には、家族や財産、礼拝、生活など、すべての大切な

ものがあります。城壁が崩されているとは、それを脅かすものがいつでも自由に好き放題できる状態です。

　ネヘミヤの時代のエルサレムは、まさにその状態でした。敵に「なじられっぱなし」であり、神の民の尊厳

も、資源も、平安も奪われ続けていたのです。　ネヘミヤは、そのまま放置しませんでした。祈り、主に叫び

ました。そして神様は、王の心を動かされました。ネヘミヤは許可と援助を受け、エルサレムへ向かいます。

　私達には、表に出さず、密かに準備し行動すべき物事があります。到着したネヘミヤは、すぐには公に

動きませんでした。夜中、数人の者たちだけを連れ、月明かりの下、崩れた城壁を視察したのです。

なぜ秘密裏に行動したのでしょうか？それを面白がらない「敵」がいたからです。2:10 では、ホロン人サヌ

バラテとアモン人トビヤが、「イスラエルの子らの幸せを求める者が来たことを非常に不愉快に思った」とあ

ります。　城壁が崩れたままのほうが、彼らにとって都合が良く、好き放題に支配して奪えるからです。

　これは私たちの人生にも起こります。私たちが「このままではいけない」「立て直そう」と決断した時、それ

を面白がらない者が必ずといって良いほど、現れます。　今まで私達から、時間や金銭・資源を奪ってい

た人間が、あるいは、神様の支配と栄光を遠ざけていた霊的存在が、城壁が回復することを嫌がるのです。

　だからネヘミヤは、隠すべきものは隠し、守るべきものは守り、そして然るべき時、知恵深く行動しました。

状況を把握し、密かに準備を整えたネヘミヤは、民に向かって叫びます。「さあ、エルサレムの城壁を築き

直し、もうこれ以上、屈辱を受けないようにしよう。」　すると民は答えます。「さあ、再建に取りかかろう。」

　私達も、心でひそかに準備を整えたなら、決断の言葉を発し、行動すべきです。「もうこれ以上、奪わ

れっぱなしにはならない」　「もうこれ以上、敵の好きにはさせない」と。

　「ネヘミヤ」という名前は、「主の慰め」という意味です。　私達にとってのネヘミヤは、慰め主・聖霊です。

聖霊は今、どのように語っておられるでしょうか？　皆さんの城壁はどうなっているでしょうか？　時間の城

壁、金銭の城壁、人間関係の城壁、霊の城壁は、崩れっぱなしになっていないでしょうか。　まことの王な

る主は、私達が良くなってほしいと願っておられます。　再建する事では、あらゆる援助を惜しまれません。

ネヘミヤが王から援助を受けたように、主は、驚くべき方法で、私達の再建を後押ししてくださいます。

　物理的ではない城壁は、「ことば」によって築かれます。「ここから先は、だめです。」　「これは神様にささ

げるお金・時間です。」　「私はこの誘惑に支配されません。」　「私は神のことばに従って生きます。」

　私達も、御言葉に基づいて、ことばによって境界線を引く時、崩れていた城壁は再建され始め、人生は

建て直されていきます。　今日の御言葉が教えている事は、「もう、奪われっぱなしになってはならない。」

「もう、屈辱を受けてはならない。」　「さあ、再建に取りかかろう。」です。　慰め主・聖霊と共に、再建の働き

が今日始まって、あらゆるものが建て直されていきますように。イエス様のお名前によって祝福します！



集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝            礼拝 11:30
English Service      　　      14:30

日々の集会

月～金　早天祈祷会　   5:00～
火・木・金　賛美と祈りの集会

                                 13:00～
火～木　夜の祈祷会　   19:00～
水曜礼拝

　1部                            　13:00～
　2部                            　19:00～
金曜祈祷会                    19:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております

youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

〒231-0058
神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅 

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分 f

大通公園沿い、伊勢佐木警察署の向かいにあり、

1F がファミリーマートになっております。
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